
２０２６年７月 治安情勢

トリニダード・トバゴ及び当館管轄国

在トリニダード・トバゴ日本国大使館
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管轄国別 犯罪発生件数（２０２６年７月）

上記の数字は新聞記事等を当館で集計したものであり、治安機関等が正式に発表したものではありません。
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国名 殺人 強盗等 傷害等 誘拐 性犯罪
銃器
使用率

1 トリニダード・トバゴ ２９ ２７ ８ ４ ２ ６７%

2 ガイアナ ８ ４ ４ ０ ０ ３１%

3 グレナダ 0 0 １ 0 0 １００%

4 スリナム １ ３ 2 0 0 ３３%

5 セントビンセント ６ 0 ２ 0 0 ７５%

6 セントルシア １ 0 ０ 0 0 １００%



犯罪発生推移（トリニダード・トバゴ）

上記グラフの数字は新聞記事等を当館で集計したものであり、治安機関等が正式に発表したものではありません。 3

31

24
21

38

20

32

22 23
26 25 24

30 2929

40 40

47

54

39 42

25
22 20

23 25 27

20 18

12 13
18

8 8 6 8 6 8

19

8

83%

0.69 69%

77%
71%

64%
57%

66% 66%

75%
70% 73%

67%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

0

10

20

30

40

50

60

殺人 強盗等 傷害等 銃器使用率

当月の殺人発生件数は29件と引き続き高水準で推移しています。また、殺人・強盗事案
における銃器使用率は67％と極めて高く、銃器を用いた凶悪犯罪が依然として猛威を振
るっています。公共の場での発砲リスクも含め、日常的な警戒姿勢の継続が必要です。



些細なトラブルが致命傷へ
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極めて高い銃器使用率

６７％
殺人・強盗事案の６７％
で銃器が使用されている

公共の場での発砲事案も発生。周囲の状況に対する最大限の警戒が必須。



トリニダード・トバゴ警察方面別
殺人事件発生件数状況（２０２６年７月）
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西部
２件

首都
２件

北東部
４件

南西部
４件

北部
５件

中部
６件

東部
２件

南部
３件

トバゴ島
１件５件以上

３件～４件

１件～２件

０件

上記の数字は新聞記事等を当館で集計したものであり、治安機関等が正式に発表したものではありません。



時間帯別殺人事件発生件数（２０２６年７月）

※注：上記グラフの数字は新聞記事等を当館で集計したものであり、治安機関等が正式に発表したものではありません。

６件

５件

２件

４件１件

３件

時間帯別の発生状況を見ると、
特に16時から24時にかけての

『夕方から深夜帯』に事件全体
の過半数が集中しています（16
〜18時：5件、18〜21時：6件、21
〜24時：5件）。

16時以降の夜間帯における屋外

行動や移動は極めてリスクが高
いため、日没前の帰宅や不要不
急の夜間外出回避を徹底してく
ださい。

３件５件



危険は予測可能である

手段：銃器
（６７％）

時間：特定の時間帯
レッドゾーン

場所：特定地域
ホットスポット

犯罪の発生には『手段（67％が銃器）』『時間（16〜24時の夜間帯）』『場所（中部6件・北部5件

などの特定地域）』という明確な傾向・パターンが見られます。危険な『時間・場所・状況』をあら
かじめ予知・回避することで、事件に巻き込まれるリスクを大幅に低減させることが可能です。



安全対策の基本的心構え
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1
目立たない
犯罪者やテロリストは、標的を選ぶ際にまずは目立つ
人物に目を付ける傾向があります。

2
行動を予知されない
行動のパターン化は、犯罪者、テロリストなどに攻撃
計画を立てやすくします。

3
用心を怠らない
家族全員、組織全体で気持ちを引き締める機会を定期
的に持つことが必要です。


	スライド 1: ２０２６年７月　治安情勢
	スライド 2: 管轄国別　犯罪発生件数（２０２６年７月）
	スライド 3: 犯罪発生推移（トリニダード・トバゴ）
	スライド 4: 　些細なトラブルが致命傷へ 
	スライド 5: トリニダード・トバゴ警察方面別 殺人事件発生件数状況（２０２６年７月）
	スライド 6: 時間帯別殺人事件発生件数（２０２６年７月）
	スライド 7: 危険は予測可能である
	スライド 8: 安全対策の基本的心構え 

